
29

人、社会とのつながり

Citizen of the World

「YOKOHAMA千年の杜」プロジェクトの植樹祭に参加した従業員と
地域住民の皆さま（2009年4月）。ヨコハマタイヤコーポレーション

28

横浜ゴムグループは、世界中で
地域とのつながりを深めています

車椅子や義足の材料となるアルミ屑を、
地元病院へ寄贈しました（2008年11月）。
ヨコハマタイヤマニュファクチャリング（タイ）

黄砂防止に向けてモンゴル砂漠地帯で
植樹を行いました。従業員10名参加
（2009年5月）。ヨコハマタイヤ韓国

地元フェスティバルに環境活動に関する
ブースを出展（2009年4月）。
ヨコハマタイヤコーポレーション 従業員救急チームが地域の救急訓練に

参加。自前の救急車を購入するなど、
工場だけでなく周辺での災害にも協力
できる体制を作っています（2008年1月）。
ヨコハマタイヤフィリピン

ダウン症の子供の施設を訪問し交流を
深めています（2008年12月）。
ヨコハマラバー（タイランド）カンパニー

工場周辺の清掃を定期的に行っています。
杭州横浜輪胎

Thailand

地元小学生の工場見学受入れを実施し、
ものづくりの楽しさを伝えています
（2008年6月）。長野工場

尾道市主催の環境まつりに出展し、
横浜ゴムの環境活動を紹介しました

（2008年10月）。尾道工場

湘南海岸の清掃活動に、ボランティア
で積極的に参加しています
（2008年6月）。
平塚東工場

日本最大の環境総合展示会
として、毎年1回東京で

開かれる「エコプロダクツ」に、
2000年から出展しています。

写真は横浜ゴムのブース
（2008年12月）。

Japan

Korea
U.S.A.

the Philippines

China

地域の防災大会に参加し、
災害時にも協力できる体制を
整えています（2008年10月）。
三島工場

地域の安全や環境、生物多様性を守る「いのちの森」を創生
「YOKOHAMA千年の杜」プロジェクトは創業100周年を迎える2017年までに、国内7生産拠点、海外11生産拠点に合計50万本
の苗木を植えるプロジェクトです。CO2吸収はもちろん、環境防災保全林として地域の環境や安全、生物多様性を守る「いのちの
森」の創生を目指します。宮脇昭氏（植物生態学者／横浜国立大学名誉教授）の指導の下、潜在自然植生に基づく植樹活動を進め、
どんぐり拾いから育苗、土づくりなどすべての作業を従業員と地域の皆さまで行っています。

環境防災保全林をつくる
植樹した苗木は最も大きい樹種で20m以上の大木に成長し、台風、
地震などの天災や火災時に被害を最小限に抑える環境防災保全林
となり、安全な非難場所として利用できます。また、従業員の憩いの
場や地域の皆さまとのコミュニケーションにも活用していきます。

CO2吸収固定量の把握
木は地球温暖化に直結するCO2を吸収し、内部に固定する役割があります。このCO2吸収固定量を把握するため、横浜国
立大学の藤原一繪教授の指導の下、平塚製造所に6カ所のサンプル区画（全1,064 本）を設け、2009年4月よりモニタリ
ングを開始しました。年2回の調査を約5年継続することで吸収固定量が推定できる見込みです。

野鳥観測活動を開始
生物多様性の維持に貢献するため、森の再生が生態系
に与える影響を把握する一環として、2008年9月
から野鳥観察活動を開始しました。平塚製造所に2カ所
の定点観測地を設定し、月1回観測しています。

平塚製作所で見られるコゲラ
（2009年3月）

CO2吸収固定量モニタリング
の告知看板

「YOKOHAMA千年の杜」プロジェクトをグローバルに展開中
「YOKOHAMA千年の杜」プロジェクトは、国内
全生産拠点とアメリカ、中国、フィリピン、タイの
海外4生産拠点で第1期植樹を完了し、グローバル
に展開しています。2009年7月までに国内外
合わせて、およそ10万本を植樹しました。

国内外植樹実績

拠点名 第1期植樹実施月（植樹本数）
2007年11月（27,000本）
2008年5月（5,500本）
2008年5月（2,500本）
2008年5月（4,300本）
2008年6月（3,800本）
2008年6月（8,800本）
2009年5月（12,000本）
2008年8月（6000本）
2008年11月（12,000本）

2008年12月（7,200本）

2009年4月（2,300本）

平塚製造所（含平塚東/ハマタイト工場）
三重工場
長野工場
尾道工場 
茨城工場  
三島工場 
新城工場
ヨコハマタイヤフィリピン INC.
杭州横浜輪胎有限公司
ヨコハマタイヤ
マニュファクチャリング（タイ） 
ヨコハマタイヤ
コーポレーション  
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